












ill. 土塁の調査

てトレンチ調査に拠った。

発掘調査は、 本遺跡が削平を受けた土塁状遺構という性格上、 土層断面の観察に主眼をおい

しかし、 調査地が児童公園 ・ 畑地であるため、 各種遊戯施設・野菜

作付け等の関係上、 トレンチ設定場所 ・ 規模などに制約を受けざるを得なかった。 以下トレン

ンチ調査区毎に記述する。
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上津土塁跡トレンチ位置固(1 / 800) 

第1トレンチ

児童公園の北辺に設定した、 幅1.5

m ・ 長さ6mの東西トンンチで、 人力

による掘下げを行なった。 現表土であ

る砂層（厚さ3 -15cm) を取除くと、

T-1東辺部では直接、 黒色土 ・ 暗褐色

と白色系粘土層の互層となった版築層

に移る。 一方、 T-1中央から西辺部に

かけてはケ ー ブル埋設溝や近世墓等に

よる攪乱が著しい。 T-1の層序は次の

とおりである。
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第1トレンチ全景（西から）
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